

























図1 rローンテニス」創刊号 (T14. 4)表紙





































































































































No. 年度 回数 年 月 配給数 (dz.)
S 13年度 第 l図 S 13年9月 2，050 
2 
ト一一ー 一
第 l固 不明 1，556 








6 第5図 S 14年2月 2，178 
L2- 第l回 S 15年7月 1，823 
~ 第2回 S 15年8月 2，454 
L-3- S 15年度 第3回 S 15年10-11月 2.454 
~ 第4，5回 S 16年2月 2，300 
1 第6回 S 16年5月 2，317 
~ 第1固 不明 2，072 
L-E- S 16年度 第2回 S 16年10-11月 2，790 
14 第3図 S 16年12月 2，110 
~ 第 l回 S 17年3月 2，700 
~ S 17年度 第2回 S 17年6-7月 2，800 
17 第3周 S 17年10-11月 2，508 
い}即吋F 一
18 第4回 S 18年1-2月 1，170 
己9 第 l回 S 18年7月 1，059 
S 18年度 第2回 S 18年1月 916.5 
21 第3回 S 19年2月 473.5 
雑誌「日本庭球」の発刊(昭和17年1月)に関する歴史的考察 75 
るようになったヘ(表 l参照)昭和 15年度から昭和 17年度第 3回配給
(昭和 17年 10-11月)までは平均して約 2，500ダースの配給量であったに











































昭和 17(1942)年の同大会は， 9月12日から 16日まで早稲田大学コートで
開催された。そのため，この期日のうちの何れかの日に田中純から針重敬喜
に打診があり，その 3日後の 30分程度の話し合いで合併が正式に決まった
のであった。つまり， 9月15日から 19日の聞に話しがまとまり，翌月の 10
月号がそれぞれ終刊号となり， 1月号から新たな合併雑誌が刊行されるこ
とになった。約 1ヶ月半という非常に短期間で合併雑誌の刊行準備がなされ
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